
自然委員会実力桓幸辰告平成23年度

委員長柴本芳一（五常小）

副委員長天野能成（源池小）

委 員輪湖義治（鎌田小） 乾由理子（寿小）

宮田正晴（菅野小） 三原哲 （清水中）

安藤大介（明善中） 倉橋幸雄（梓川中）

春日康志（寿台養護）

1．研究テーマ

「松本市のホタルの生息状況，分布及び生息環境整備のデータベース作成」
テーマ設定の趣旨：昨年度の研究に引き続き，本年度は，松本市全体に対象範囲を広げ

てホタルの生育状況等を調べることにより，教師・児童がホタルに

興味関心を寄せて学習する際の助けとなり，松本市の自然の豊かさ

に目を向けられる資料の作成を目的とした。

2．活動内容

・第1回 6月 7日 （火） 本年度の副委員長の決定，本年度の研究計画立案

。第2回 6月14日 （火） ．研究内容の検討，決定

・各自,分担地区について調査研究

・第3回 8月31日 （火） 調査状況の報告

・各自，分担地区について調査研究，原稿の作成

・第4回 11月22日 （火） 調査状況の報告,原稿編集の進捗状況確認

・各自，原稿の作成

・第5回 1月31日 （火） 本年度の活動のまとめ

3．反省と来年度への課題

・2年間の継続で，ホタルについての研究を行ったので，昨年度の反省をいかして取り

組めた。 6月に委員会を2回行い，ホタルの発生時期に研究ができるようにして，実

際にホタルの発生状況を目にして研究をすることができた。調査地区も，昨年度の委

員の勤務校の学区や自宅周辺から，本年度は松本市全体に広げて研究し，松本のホタ

ルの生育状況がより明らかになってきた。

・地域の方とかかわりながら，各地区でホタルを保存したり観察したりしながら活動し

ている様子を調べることができた。今後，各校でホタルについて活動を行う際は，公

民館や保護団体等，地域との連携をもちながら実施するとよいと思う。

・来年度の研究については，ホタルについてカワニナの調査を含めて実施してもよいで

あろうし，その他の生物について，松本平に共通するもの，環境の変化にともない実

態調査の必要なもの等の研究に移行するなどが考えられると思う。

4．資料調査結果
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松本市梓川地域のホタルついて

昨年度の自然委員会の活動から、梓川地域では、 「梓川のせせらぎを守る会」のホタルの育成活動

（幼虫の飼育。放流、生息環境の整備）により、小室（おもろ)、花見（けみ)、八景山（やけやま）

の3か所でヘイケボタルが発生していることが分かった。そこで、本年度は、ホタルの発生が確認

されている場所及び、その他ホタルが生息できそうな場所へ行って、出現状況を確認することにし

た。

1．調査場所

6月下旬から8月上旬にかけて、ホタル

が生息できそうな環境の場所を探してみ

るとともに、暗くなってから、ホタルが飛

んでいないか様子を見に行った。花見、小

室、下立田（しもりゆうだ） 〔図1〕につ

いて数回ずつ観察を行った。観察の結果、

本年度自分の目でホタルの出現を観察で

きたのは、小室ふるさと公園、下立田矢橋

地籍の2か所だった。どちらも観察できた

のはヘイケボタルだった。
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〔図1〕 観察を行なった場所

2．出現場所の環境

く小室～ふるさと公園～ 〉

梓川ふるさと公園は、自然野草観察園。自由の広場（フリースペー

ス） 。多目的グラウンド・修景池・マレットゴルフ場などからなる自然

を身近に感じながら、楽しくのびのび遊び､森林浴ができる緑豊かな公園

施設。ヘイケボタルが、この公園内、自然野草観察園の南の端を流れる小

川付近で生息している。この場所では、 「梓川のせせらぎを守る会」が、

梓川中学校の協力を得て飼育したホタルの幼虫を放流している。小川は、

自然野草観察園と自由の広場の境に位置し､上部をアカマツなどの針葉樹

に覆われ、周りは、アザミ、フキ、ミゾソバ、ヨモギなどの植物に囲まれ

ている｡川の底は､流れを緩やかにするために｢梓川のせせらぎを守る会」

により石灰岩の小石が敷かれている。7月には、自然野草観察園内の木々

の間を飛ぶホタルの姿が多くみられた。
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〈下立田～矢橋～〉

矢橋地籍には、ニセアカシヤ、コブシ、キブシ、ジシャ、サクラ

などに囲まれた林の中に湧き水があり、小川が流れている。クレソ

ン、ワスレナグサ、 ミゾソバ、コオホネなどが生えるその小川で、

シマドジョウ、ホトケドジョウ、スナヤツメ、モノアラガイなどの

生息が確認され、地域の子どもたちが自然に親しめるようにと、

1995年に旧梓川村とボランティアの協力により、メダカの学校が

作られている。

この矢橋でも、 7月、ヘイケボタルが舞う様子が確認できた。小

川の植物には､数種類のトンボのヤゴの抜け殻が数多くついていて、

多くのトンボの生活の場となっていることも分かった。
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3．本年度の調査より

本年度は、実際にホタルが飛ぶ姿と、その生息環境を見たいと考

えた。数十年ぶりに自分の住む地域の近くで、ホタルが舞う姿を見

ることができたことに感動し、さらに詳しい状況について興味が深

まった。

ホタルを実際に見ることができた2箇所ともに昔からの環境が多

く残り、また、その環境を保護する活動が行なわれている場所だっ

た｡今後､保護活動の実際をさらに詳しく教えていただくとともに、

生息環境について、共通点、特徴等詳しく調査を続けていきたいと

感じる。
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I矢橋で見たヘイケボタル
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神田地区，中山地区におけるホタルの生息状況について

方法

1．調査地

位置図（図1）のうち，事前にホタルの生息や保護に関
する情報のあった4箇所を調査対象とした．

2．期間

調査は， 2011年6月18日から7月16日にかけての10
日間，ホタルの活動が活発な， 日没約1時間後から約2時
間行った．

3．調査方法

調査箇所では， 30分～1時間程度かけて一定のペースで
歩き，発見したホタルの数を記録した

1
》"房･“

生

2．結果

神田地区

馨蕊i. 千鹿頭池

（環境と背景）

千鹿頭池の自然を守る会によって，ホタルの生息環図I位置図
境の回復が図られている．

（生息状況）

本年度の調査では，ホタルの飛ぶ姿は確認できなかった（図2） ．

1

ii.生妻池

（環境と背景）

生妻池の堤下の水田と県道わきを流れる田川
の支流和泉川が生息場所．和泉川は，神田橋に
近づくと主要地方道を通行する車両の灯りが見

えるものの，道路と川との高低差が数mあるた
め，川底までは光が届かない．
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調査日

図2:観察されたホタルの数

（生息状況）

ゲンジホタルは，最初に確認されたのは6/19だったほ場整備された水田の水路脇の
草むらに止まって明滅していた．その後，和泉川の中にもホタルが出現し始め， 6/28に
はもっとも多く観察された（図2） ．
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中山地区

i. 中山小学校

（環境と背景）

埴原北自治会によりホタルの観察が行われている．地域の生物多様性を尊重し，他地
域のホタルの導入やカワニナの放流などは行っていない．
（生息状況）

ホタルの発生は，初めて確認できたのは6/22だった（図2） ．その後， 6/29には7個

体が観察されたこのとき水路下の水田では，ヘイケボタルと思われる小型のホタルも
多数確認することができた地元では「コメボタル」と呼ばれている．

2

中山台

（環境）

中山台の東側斜面下の道路沿いを流れる宮入川の

支流の一部地域の方の話によると，県のほ場整備

が行われる前は，ホタルが多く発生し，遠くから見

物に来る場所だったとのこと．ほ場整備の際，橋の

下流部数十mのみが，地域からの要望によってかろ

うじてコンクリート護岸されずに以前の環境を残し

ている．

（生息状況）

ホタルが確認できたのは， 6/29と7/6の2回のみ，
最大8個体だった（図2） ．

11

まとめ

6/22から生妻池周辺ではホタルの成虫が観察されたその後，標高の高い中山台，中山小学

校でもホタルの発生が確認された．一方で，思った以上に観察されたホタルの数が少なく，生
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庄内北公園のホタルと『庄内ほたると水辺の会」

松本市庄内地区の大型商業施設「COMO庄

内」の北に位置する庄内北公園には、夏になると

ヘイケボタルの姿が見られる。 「庄内ほたると水

辺の会」の方々を中心に、学習会、ホタル観察会

などが実施され、その様子は地元の新聞などでも

時折紹介されている。

2002年、庄内地区約30haの水田を、宅

地・商用地にするための工事が始まった際、地域

内に残されたU字満化されていない、ヘイケボタ

ルの生息地の存在が問題になった。

地域有志の要請により、松本市は再開発により

蕊
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学習会の後に水路を見学してみると、商業施設からの光を

遮るための葦賛が公園の周囲に張り巡らされていた。入り口

には「ホタル『も』すめる、地元の良い自然環境を維持しよ

う｡」と書かれた看板が設置されている。地域住民向けに情報

を発信するための掲示板も設置されていた。

2011年夏のホタルの発生状況について、庄内ほたると

水辺の会の青木さんに問い合わせたところ、 「今まで、多くて

も1200～1300 (延べ数）だったが、今年は4000

言旦一一~_一一.ー ｰ ‐- 己
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以上も出た」 とのことであった。同会の上條さんより送っていただいた資料には、

『ー‘■●一一－'一一一一一‘■●－－1－－－－－－!■■一一一一一一一一‘－1－一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一・口■一一‘■●一一一一一一一一一一一・一一．一一一一‘･■'－－－－－－－－'■、一一q■｡－‘･口、一一

｜ 水路丸ごとの移転から8シーズン目に､初めての大発生。出始めの6月下旬は､大変蒸｜
' し暑い連日のホタル日和。 6月末､発生数が3ケタ急増の折､松本に強い地震。コモ庄内｜

|や近辺でも被害が出、皆不安に陥った｡地震後落ち着かないまま観察会(7/2.9. 16)を終｜
|えたが､発生数がピークを迎えた7/9の観察会No.2当日に(異例に早<)梅雨明け｡その後’

I 1週間の強い日差しでヘイケボタル成虫数は激減｡例年より2-3週間早くシーズンを終え｜
'た。例年通り、 7月初旬までに数匹､ゲンジボタルが発生した。
－‘.． ‘.D 1．，－－－－－－－－-1.口 ‘.■一一‘.． ‘.｡－！.ローーーーーーⅡ－－－－－－－－－‘.、－－－1．．0．，－‘＝－Ⅱ一一一一一一一一一‘.■ ‘.ローーーーーー－‘.、一一一‘ー－－－－－－－－－‘.、一一・.、一一一一一一』

と、書かれている。実際に年を追って記録されたグラフからも会の皆さんの努力が徐々に実を結ん

でいる様子がうかがえる。前述の藤山先生の「急いで増やそうとしてもだめ」 というお話につなが

る部分であるた。

本稿をまとめる中で、 「庄内ほたると水辺の会」の「ホタル『も』すめる」という理念は、学校に

おける環境教育、 「せせらぎづくり」など環境整備の上でも、是非大切にしたい大切なものであると

感じた。

参考文献

・上條慶子・関口伸一・藤山静雄・山本雅道（2005） 『松本庄内の都市計画に伴うヘイケボタル水路

移転の試み』信州大学環境科学年報27号

・庄内ほたると水辺の会（2007） 『陥介版]みんなで守り育てよう 1ホタルが舞う、みんなの水辺』

・奥村知祥・藤山静雄・上條慶子(2010) 『松本市庄内ホタル水路の動物相、微環境とヘイケボタル

幼虫の生息密度との関係』信州大学環境科学年報32号
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庄内北公園水路ホタル成虫数調査記録’06-'11
I

澗迩間数／3，生
成血数(|聖） 発生期間 伽お伽耐企画敬

【2006年】 251 0/27-M/1(i g9B/醒白

【2007年】 '125 0/ZH-7/” ”日／51日

【2008年] 1,238 6/2I-8/31 6sB/認巳 霊察肴款＞0“
う鐸I畭虻＞1国

【2009年】 726 6/25-8/11 43B/･88s 観醗老裁＞品18】
らら子継誌＞l頓

【2010年】 713 6/1り-H/加 C，1日／”日 観察呑歓>612
1“4超蕊､”t狐虎剛剛・酢‘1.談o用jfか3台． う応手眺数＞g勢

【2011年] 4．148 6/13-3/6 祁臼／訴日 一
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2011庄内水路へイケボタル成虫発生調査記録

水鰯丸ごとの移画､“シーズン目に.初めての大兜坐出蛾めの6月下旬は､大変蒸し暑い連
日のホタル日独6月未､発生数が3ケタ寧協の蹄､睡本に強い』“｡。毛庄内や近辺でも彼蓄
が出､皆不安に鰯つた参埴翼役穂ち謡かない竃室蜆痢会(7だ｡9o16)を終えたが.発生散がピー
クを迎えた7/9の観察会池2当日に(風例に早く)悔雨明け．その後1週問の袋ﾄ､日差しでヘイケ
ポタル成虫散は識漣例年より2忽週問早くシーズンを終えた．
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庄内水路へイケボタル成虫発生調査記録まとめ(庄内ほたると水辺の会2011)
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＜芝沢小学校せせらぎ＞

平成21年から平成23年ホタル発生状況

|ﾎﾀﾙ発生数’ホタル発生数
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※2011年は7月16日にかけて急速に減少した。

※2010年～2011年の急激な減少については、発生時期が終盤となり産卵用にホタルを捕独してい

ることも考えられる。 （観察データー提供：ホタルを育む会の花村さん、中平さん）

2003年､芝沢小学校のせせらぎ整備の折に、 5年生児童がホタルの飼育活動に関

わり、それ以降、地域の活動としてホタルを守る会の方々が飼育を行っている。

今年度は､カワニナを1回補充したのみで湧水の流れるせせらぎの中でカワニナもホ

タルも自然発生してきた。今後の自然発生を期待したい。

ざ 悪壼1 （ホタルを育む会代表：横山為蔵さん）：蕊：

ノ

＝

又

魁＆爽季“
咀泊文中鍬

又

北側i鑿議

／"夢｡
誤 り叫峰

寵梅
○

小W縛仙
、

軍嵐

rza頂
61嘩圃
鷲尾蝉｣6』恥F

鋤1.厘F
｡

襲開

令困,.〕R写周面漉 ー

畠置
*陣0竺丑

§幸

『3軍副ぬい
、

明
上腿扣廼
、 催己21

○ 受

芝沢小学校せせらぎ‐
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＜ものぐさ公園＞

平成21年から平成23年ホタル発生状況

|ﾎﾀﾙ発生数’ホタル発生数
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現在自然発生は難しいが、飼育したホタルの上陸や発生数は年々増えてきている。

（観察データー提供：ホタルを育む会の花村さん、中平さん）

ホタルを守る会の方々がカワ

ニナを放流し、ホタルの飼育活

動や観察会を行っている。自然

発生を目指して飼育活動を行っ

ているが、冬期は梓川の工事の

ため水路への水の供給が止めら

れ、ホタルの幼虫が成育できな

い状況にある。水源の確保につ

いて今後の課題が残る。 7月上

旬にホタル祭り実施

（ホタルを育む会代表：

横山為蔵さん）

|ものぐさ公園（新村) ｜

めたが、事情によりものぐさ公

唖
諏

①

一

$上蒔

噌冨ｳ;1
－ 臼

匠面唾L
EE
｡ 鰭空軍喜壷

司垂ごF
、｡ ”詠塁画,,為口

延も共催

曲淘大厩
庭

U2宝宰｡③
篭弓大学砿

叉

⑥
出船禰辿

上鶴室 姉 ”『

上賀

PF頚詞ホタルの飼育に関しては､当初小野神社で始めたが､事情によ
園へ移転。また、小野神社の川でもゲンジボタルが見られる。

（情報提供：新村公民館 原田さん）
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＜下新北公民館＞

|下新北公民館の南側の池

羊Zコム
ノ恥ヴス。。【1‐、

ｳ?過土
民』

梓川の水を引き込んで水路を作り、ホタルの保護活動を行っている。

ゲンジボタルは、エサになるカワニナの飼育が難しいため、ヘイケボタルに切り替えて

保護活動を行ってきた結果、 5年目になる23年度はヘイケボタルが自然発生した。今後

は飼育活動を行わず、 自然発生ができる状況を保っていく。 （ホタルの会代表：北原明夫さ

ん）調査したところ、ゲンジボタルとヘイケボタルの2種類の発生が確認できた。

胃
可

『

■I

池の様子 ゲンジボタル

※和田地区でも昨年度からへイケボタルの飼育に取り組んでおり、和田神社でも

これからホタルの発生が期待できそうである。
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拝閃Tと周辺の田ん国＜寿地区周辺のホタル＞
車のライトで見にくい

ゲンジボタル圃晒団
ケぐンジホ今タル
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△
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▲
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病障
睡文

嗣差小

邑岳らの壷アン

I

田川偶

ご蓬F戻三グﾑ’ダム
③

腿室CC
X麺

1 ﾝ愛邑、

、当r尋
赤木山
ム

↓狛庖一一一毎広

｜塩沢川とその支流｜

小池公民館から内田地区までの区間で、 6月下旬から7月下旬にかけて150～180

匹のホタルが見られる。 （6月中旬以降ゲンジボタル、 7月上旬からは、ヘイケボタルも見

られる｡）なお、子どもたちからは、赤木川や寿小学校周辺の田んぽ（5年生利用)、 トイ

ザラスの裏の田んぼなどでも少数(5匹以下)発見・報告されている。寿地区では、 7月上

旬に公民館主催のホタルの観察会を例年実施している。また､塩沢川上流の内田地区では、

ホタル観察会や学習会を行われている。 （寿地区代表：寿公民館長御子柴さん）

かつては至る所でホタルを見ることができた。しかし、田んぼの消毒や河岸整備などが

行われるたびに水中に生息するホタルたちは餌や生息環境を失い、その数を急速に減らし

た。しかし、後生のためにホタルを再び取り戻そうという気運が高まり、各地域でその地

域に即した下記のような様々な取り組みを行っている。公民館を窓口にして活動している

地域もあるので、公民館で確認すると情報を入手しやすい。

・観察会や学習会

・ホタルの飼育活動と生育環境整備

・カワニナの飼育とカワニナの生育環境整備
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＜資料＞

水苔についている卵 ホタルの幼虫（飼育中）

ヴー‐ h唾

子
ノ

Q
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ノ

ユ

め
＝

静 ノ
●

ゴ

-1
可

ノ

’

水苔の根元の方に50～60個ほどの

卵が産み付けられている。

孵化や脱皮したばかりの幼虫は白く、

しばらくたつと黒っぽくなる。

I

0

ホタルの飛翔（5匹）

デジタルカメラ

花火モードで撮影

、一一一

一

鋤‘ ‘
ｰ言一

グ ー
‐

、

1

上陸間近の幼虫

士の上に幼虫の動いた跡が残る。

真っ暗な状態で、この幼虫が発光してい

ることが確認できる。

（残念ながら発光が弱いため、デジタル

カメラでは撮影できず）

〃

Ｉ

｡

ノ
一

グ〆ｼノ
〆

例 〆、

I’三
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大門沢川松本中央図書館付近（松本市艤ケ崎東ほたるを育てる会）

蟻ケ蝿_､沢村12

（大日堂 、、
,趣保田嫡医原毛 ・‐ ･ 澤建築工房

木下ｺｰボ松本市中央図書館 ←． ．
⑳

m i - '･ ，‘.、 1噸公邸
7＋~･'偽-.〃－ －．.厚

6
‐‐ 守－ 6 ↓

大門沢川の松本市中央図書館付近にホタ

ルが多く観察されている。そこでは， 「松本

市嶬ヶ崎ほたるを育てる会」の方々が個体

数調査等の活動をされている。

会長の遠藤健夫さんらにお話をお聞きし

たり，調査資料を提供していただいたりした。

また，2名の委員で実際にホタルを観察した

り，昼間に川の様子を調べたりした。

ー

円

4
十
一

開智公圖

1
i2

旧開智学校市立松本幼稚園
文 萱 品

↑

グリーンハイツ日
③

侭

5

中田筌体

開智24 開智小
文

↓
田丸山歯科医院

1 ホタルが見られた場所

識;灘
冷与オイル松本深志高
ビス(株） 文

志ケ丘SS=
剛

駕〃蕊ケ崎団地
〒

平林歯科
医院

四編灘｡

ｦ旨

会長の遠藤さんより提

供していただいた資料に

よると，一番ホタルがた

くさん見られている場所

は，中央図書館と松本幼

稚園の前であるが，大門

沢川のその他の地点で

も，ホタルは観察されて

いる。

毒
溌轟
畷 北深志

幽3劃一

鍬瀞”
ｰ

姫富神社
鋸神社 同
同

を

"

百曲雪鷲 文＝ ｡ ‐
厚

かとそ
クl

中
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2大門沢川中央図書館前と松本幼稚園前の昼間の様子

全
一｡
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3観察されたホタルの個体数の変化

「松本市蟻ヶ崎東ほたるを育てる会」の方々は，毎年観察されたホタルの個体数を，発生し始めて

から見られなくなるまで，毎日記録されている。場所は，図書館前と幼稚園前の2か所に分けて記録

されている。そのデータを見せていただき，グラフ化したら，次のようになった。

平成23年のホタルの個体数変化
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今年は， 6月9日から7月18日にわたってホタルが観察された。一番多かったのは6月29

日で， 111匹が確認された。

昨年度のデータと比べてグラフにすると，次のようになった。

平成22．23年のホタルの個体数変化
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遠藤さんが，考察に「今年は，例年より観察期間が短く感じた」 と記されており，グラフから

も多く観察された期間が，昨年より短かったことを読みとることができる。一番多く観察された

日だけ比べると，今年の方がたくさん観察することができたようだ。
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4発生しているホタルについて

「松本市嶬ケ崎東ほたるを守る会」の宮本さんに

よると， 「この場所では，ヘイケボタルもゲンジボタル

も見られる。ヘイケボタルの方が，数は多いのではな

いか」とのことだった。

右の写真は，委員が撮影したホタルで，背中の模様

から，ゲンジボタルだとわかる。

~~

、
１
１

5過去のホタルの分布状況

現在の市立図書館が建て替えられる前は，旧図書館の建物の周りに水田が残っていて，そこに

たくさんのホタルが生育していたとのことである。建て替えによって，この場所に水田は，なく

なってしまったが，大門沢川には，ホタルが多く残っている。

6 「松本市蟻ヶ崎東ほたるを守る会」の活動の状況について

現在は，大門沢川の図書館前と幼稚園前などの場所で，発生状況の確認と巡回。監視などを行

っている。ホタルについての資料が作成されていて，観察に来た人たちに配布したり，質問に答

えたり，説明したりされている。今年は， 6月20日から29日までを「ホタル旬間」として，

地域にお知らせを回覧するなどして,観察を呼びかけられた｡今年も多くの人々が観察に訪れた。

会の活動の様子が，市民タイムスや信濃毎日新聞で紹介されている。

岸などを整備したりホタルの幼虫を放流したりする活動は特に行っていないそうで，この場所

は，ホタルの生育に合った環境になっているようである。
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湯川のホタルについて

昨年度、湯川沿いにホタルが生息しているという情報を得ていたが、実際に観察でき

る場所が特定できたので紹介します。いずれの場所も地域などでの保存活動などを行っ

ている様子がなく、 自然発生によるものと思われます。

1位置

ノ

_」

I幽室嗣
大鯛神社
同

ｳつ＝一
．■が

イツ

、
－－」

(1)A地点

自転車競技場下

カワニナも観察

サワガニ、ニホニホ

か
で

ンザリガニ、 ドジョウなども生息。

(2) B地点
ヤ。

A地点下流。途中のマスのところが一番多い。

カワニナはそれほど多くない。

ミシシッピアカミミガメの大きな個体が住んでいる。

サワガニ、ニホンザリガニも生息。

(3) C地点

湯川沿い。数は多くないが、飛翔するホタルが観察できた。

昨年はもっとたくさん見られたとのことだが、今年は土手の草を刈り整備したた

め少なくなってしまったのではないかと近所の方が言っていた。
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2近所の方からの聞き取りより

。毎年、ホタルが発生しているので、夕涼みの散歩がてら見に来ている人がいる。
｡A、B地点では、特に保存活動をしていないにもかかわらず、かなりたくさんのホタ
ルが発生しているらしいが、その数に見合うだけのカワニナが用水には見られないた
め、生育状況は不明。

。自転車競技場ができる前には、もっとたくさんのホタルが観察できたらしい。水脈の
変化や、道路ができたことによって、生息場所が限られてしまったらしい。昔から近
所の子ども達のサワガニとりの場所として親しまれていたとのこと。

。たくさんの人に知られて荒らされることのないように、地域の人が知っている穴場的
な場所として、そっと大切にしておきたいという人もいた。

3観察された生物
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女鳥羽川洞橋周辺 「女鳥羽川のホタルの里を守る会」
(同会発行の資料より抜粋）
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Z""年8月鑪羽"|"ﾎﾀﾙの竪奄守る会

溌脅尋
這

鰺冬
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匡理蝋鰯難局橋冤纐"報ゞ
榊公‘虫調沓報告×零句副イノ･ Ivノ ノ 〆/"，y'し、 '7･zi.vﾉ"X剪宿胸IETI><g え

８
---

ぢ剛旧の自然観察今(洞橋一軍溶職‘山)報告._、
ノヨ 植物到王の倉ご'錦一一一--
ノ旬 昆虫到王の託'録一一、-．

’訂 野島班の記録≦--､、吟づ心、

ｏ
３
斗

Ｉ
ｊ
Ｉ

女繍訓のﾎﾀﾙの里を守る会
’1、池驚男

7390-0317長野県松本市洞265
TELO263-46-2936
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饒跨(zo' l数取ｸ調虫ゲ.＞ジ･ボ．夕’ 腐し 与）

鵬…<言周
会眞のみな澱､ﾎﾀﾙの
数取り調査､こtしも蛾
あ､つわ､小さまて､､し在・

ことしはえoｸら尋から扱

えてら回目の調査とな，

ヨし碇｡麹雨入ﾂ墳の大雨

により､女鳥抑'l"I､.-･時全
面冠PKし､ﾎﾀﾙが流す雌

のて､ｿ註厭いかと1じ．酋己ざ,h

丑帷餓･香さんの尾･いが

通じ．た力：かなり今くのホ
タ,レカ咄て字‘U､しまし辰‘

兄八,6区はあり｡‘年かjの

子‘と夕か､，ありますのて，ヒヒター

Io(M)
6子(”）

采士果今奔のロ の<列さて､

いこと}衣､＞欠'fｼか5．．

と､､言周査しだ。
●

1--蒋蒋享房更束亙砺夛

玄鳥羽"1の自然も患える全

遡崇鄙の刷礎生ｸ､'ﾙｰﾌﾟ今
一
土 ｵ;，ﾗﾝﾃ”-クル洞察判
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平紳料)調査綻果表巍嶌羽 ケ､､ﾝｼ“ ・ダル〈お・ﾉﾉ・水 一)I ｜の
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）f､ンジホ‘,ﾀﾉﾚ:ワ月5､9(I0匹）ワ弓IIB(1DEE>、八イケボウノレ:ワ月13<3:匹〕、
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くえ｡〃与言周査綿果遙もと!て漉計〉

①各厘の令泌生数（旧平均漁Iざ.調査期応lのZ?日をｸ､I る.> '
》

必ケ"ﾚジ､ホタル戒､虫の､野外にぁ､けぅ倉糊蝿の為今'抑～災いわjkる。
上の表の合計を､ ;ﾐの島命日激Z､､雲ilもと､この区間(I ',,8E)!こあ､ける､ホ
タル欣噴の秘生撒かWお､よそ推計で寄る。その激I武らzワヒなﾌた。寅襟'て
はｶｳﾝﾀｰの見籍Lが．ある(こぐにﾒｽ'訣見落しやずし､>のZ､:それ以上いるばず、
て､．ある｡ｲ喜大付也から三才山'てか'ﾅての掲羽70lや支痴(1ﾙ､がfの沢や,k"
篭めると蕗'てふえる”その全体<"8km余ｼて･'は､大す．､っ'謀･I意いって､この
老女の約徳<"§いの数Iﾐなるのて､､はな､､在．､ろうか。

②各区の秘全篭雇の比較
塞凄iま､長さjlOﾒｰﾄﾙあたりの
ケ.､ﾝｼ･応'･ ,しの数．ﾉﾘ鴫は下
流て､‘八<なるが:水の流れる所

鰯鮒'k伽亥そんな峻薙‘，のて．，糞相し虎。

左象のI'､/千位Iまl"<"ら伽

餉の参し崎k近い<"らぃ,回復
してき提65～3位は回復
してきたかwまた･恋L,蛸とくgベ・

§た少な､い、とくIでI区Iまがって

最抄ろぃ云復"っだのて"減った｡

諺蝉麦し手抄今年の各庭ﾋﾟﾋｸ群を猫と、与のﾋﾟｰｸ日の<名
ﾎﾀﾙI戒加o/＃がs激ﾂIaじめ

きした秋､星｡｡舛蝿'冒その後は回

復傾向r"味｡今年は昨与'こく
SIFI,,,5厘Z､･"26-号区て．､増

元､分あの下絢上が起識Lた｡、
I'､"5厘の'ﾘ幅は､7，1,8区の半分

心い教し､ため．増水で･ﾎﾀﾙが鐡

フに司能性か．あります｡訣冊,8区

'ま､カワニヶや例年より少なくて、

逼絡をし､たた"ず副した｡(野菜槌を与えて畠{>増えなくなうた〕
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､j､弛会長さんウ してし､ると勧己
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《B乍年との比較〉
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郵
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恥

＜ヱグ/ｸ与と星。〃今｡j比韓。

〈 ＞のう､､た日啄.苑｡"今'冒詞適も行なった9°

Z。/"(3")

し

lﾕ。
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0

ZZp

7E,､,3区のケ､シジボタル諮生駁
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(zoﾉ･年と尾｡"辱のじこ鞍）

（〉のつ膨､た日はz･"年I盲鯛迩も行 参混日。

垂｡"与吟妙

ヱ。/。今(昨今）

%8 09(zD)zl ユユ z3(z925･ z&@"zg コ？ ヨ｡ (Z)ユ ヨ 千 (S) 6 7(a) 9 jo (II) Ja l3 1¥<'めI‘ ノウ《?の
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<ﾉ〃ﾒ--lやﾙあたりの成虫発鐵之〉
ﾖコ

い
ね

/1

胸aろzfc鋤や帥”鋤。?⑬の泌｡“御．､”‘ ' 3 ？、の′’錘′Jぐゆ

Z区g上。‐ク劃､58(r/S)､平均8，19
1'v8厘金平均5,q73<,篭線〉

/区:"ﾋﾟｰｸ1 1,6ﾜ(吻凱平均fol

I-3区会平均5､ﾜ3<細湶）

4厘ニヒ。－ク兄Qoo（吻乞又平均ぶり』
’－8厘'全平均5ﾜ3（点線）

ろ区:ﾋﾟｰｸII,兄5(鵬.4J,平均3,兄0
1,,,9厘全平均的う《点線）
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6厘gピークzz,86(ﾀﾂ/S)､平均員ﾜ／
〈'－8厘'全平均彦､ﾜ3＞

5区：上｡‐’'4,”(〃§>､平均采3ヶ

1,,,8E含平均ら､殉(､童線）

罰jなり羽宣ツョ。伽）ミ ョ 強〔”‘ ？（砂’ ′・”'旬 ′』 ′典伽ﾌ'‘ ′ｸ<'の

ﾜ区化．‐ク調､86('/”､平均夙招
I～8区全平均5.泊偵線)‘

8厘：上。-クZ6､"o<りち)､平均S鑓
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